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川
越
敏
孝
著

回
想
─
戦
中
・
戦
後
の
日
中
関
係
を
生
き
て

〈
岩
波
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、 

 

二
〇
一
五
年
六
月
、
六
一
六
頁
〉

　
か
ね
て
か
ら
日
本
共
産
党
と
中
国
共
産
党

│
│
党
と
党
と
い
う
公
式
的
な
関
係
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
野
坂
参
三
、
徳
田
球
一
、
伊

藤
律
な
ど
日
共
中
枢
と
中
共
の
個
人
的
因

縁
、
彼
ら
の
中
国
に
お
け
る
振
る
舞
い
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
に
、
期
待
を
膨
ら
ま

せ
本
書
を
開
い
た
。
だ
が
前
半
の
三
分
の
一

ほ
ど
に
は
、
没
落
し
た
商
家
に
生
ま
れ
、
教

育
熱
心
な
両
親
の
下
で
育
ち
、
京
都
大
学
経

済
学
部
を
卒
業
し
、
大
蔵
省
に
入
り
、
応
召

し
中
国
戦
線
に
赴
き
、
ロ
シ
ア
語
学
習
を
命

じ
ら
れ
、
敗
戦
の
混
乱
期
に
帰
国
列
車
に
乗

り
遅
れ
、
中
国
に
留
ま
り
、
八
路
軍
に
加
わ

る
│
│
な
ど
、
著
者
の
前
半
生
が
淡
々
と
綴

ら
れ
て
い
る
だ
け
。
あ
ま
り
面
白
く
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
で
あ
る
。
五
〇
年
代
初
期
、

瀋
陽
か
ら
北
京
に
移
り
、
著
者
自
ら
が
「
自

由
意
思
に
よ
る
入
党
で
は
な
い
」
と
は
い
う

も
の
の
、「
日
本
共
産
党
中
央
の
「
北
京
機

関
」
と
い
う
」
非
公
然
組
織
に
加
わ
っ
た
辺

り
か
ら
、
や
や
不
謹
慎
な
表
現
な
が
ら
、
面

白
さ
は
一
気
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
す
る
。

　
著
者
が
北
京
で
接
し
た
「
中
央
指
導
者
」

は
「
丁
（
野
坂
参
三
）、
顧
（
伊
藤
律
）、
林

（
西
沢
隆
二
）、
何
（
聴
濤
克
巳
）、
周
（
土
橋

一
吉
）」。「
孫
さ
ん
」
を
名
乗
っ
た
徳
田
球

一
、「
郭
さ
ん
」
こ
と
袴
田
里
見
、
紺
野
与

次
郎
、
河
田
賢
治
、
宮
本
太
郎
、
安
斉
庫
治
、

高
倉
テ
ル
な
ど
。
彼
ら
の
日
々
の
生
活
ぶ
り

や
人
間
模
様
が
描
か
れ
、
日
本
に
お
け
る
彼

ら
の
活
動
歴
や
後
に
日
共
が
下
す
こ
と
に
な

る
公
式
的
評
価
と
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
、

そ
の
“
落
差
”
に
興
味
は
湧
く
ば
か
り
だ
。

　
五
三
年
一
〇
月
の
徳
田
書
記
長
の
死
の
翌

年
に
な
る
と
、「
北
京
機
関
の
動
き
が
、
に

わ
か
に
あ
わ
た
だ
し
く
な
っ
て
き
た
」。
五

五
年
末
に
日
共
は
「
六
全
協
」（
第
六
回
全

国
協
議
会
）
を
開
き
、
野
坂
、
袴
田
、
紺

野
、
西
沢
な
ど
が
常
任
幹
部
に
選
任
さ
れ
日

本
に
戻
っ
て
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
著
者
は
一
貫
し
て
「
外
文
出
版

社
」
に
勤
務
し
、
や
が
て
「
日
共
北
京
細
胞
」

を
結
成
す
る
。
こ
こ
で
「「
日
共
北
京
細
胞
」

の
私
た
ち
が
、
中
国
に
お
け
る
中
国
共
産
党

の
指
導
を
尊
重
す
る
と
い
う
問
題
」
が
生
じ

て
き
た
。
こ
と
に
五
七
年
に
著
者
が
「
在
北

京
『
ア
カ
ハ
タ
』
通
信
員
も
兼
務
せ
よ
」
と

日
共
中
央
に
命
ぜ
ら
れ
た
辺
り
か
ら
、
日
共

と
中
共
の
狭
間
で
、
著
者
は
微
妙
な
立
場
に

置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。「
あ
れ
ほ
ど
信
頼

し
て
い
た
中
国
共
産
党
が
、「
左
傾
」
の
誤

り
を
犯
す
よ
う
に
な
っ
た
」
か
ら
で
あ
る
。

　
以
後
、
中
ソ
対
立
か
ら
文
革
へ
と
日
中
両

共
産
党
の
対
立
が
表
面
化
す
る
に
従
っ
て
、

著
者
の
参
加
す
る
「
北
京
細
胞
」
は
「
日
共

に
造
反
」
す
る
。
陰
の
指
導
者
は
徳
田
夫
人

ら
し
い
。
そ
こ
に
「「
日
共
四
川
グ
ル
ー
プ
」

と
で
も
称
す
べ
き
、
陰
の
一
団
」
が
「
北
京

に
忽
然
と
姿
を
現
し
、
私
た
ち
に
挨
拶
も
な

い
ま
ま
、
日
共
代
表
と
勝
手
に
理
論
闘
争
を

し
た
り
、
中
国
の
紅
衛
兵
を
親
し
く
付
き

合
っ
た
り
」。

　
著
者
の
草
稿
等
が
親
族
の
手
で
時
系
列
に

沿
っ
て
編
集
さ
れ
た
本
書
は
、
党
と
党
の
軋

轢
や
激
動
の
歴
史
の
渦
中
に
生
き
た
一
日
本

人
の
記
録
と
し
て
貴
重
だ
。（
樋
泉
克
夫
）


